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【研究課題名】下水道資源等を利用した良質な飼料作物栽培で目指す地域循環共生圏 

【研究期間】 2023年度（令和５年度）～2025年度（令和７年度） 

【研究代表者（所属機関）】渡部 徹（山形大学） 

 

研究の全体概要 

下水道資源等を利用した高タンパクの飼料作物（米，子実トウモロコシ）の栽培について，ベンチス

ケール試験での栽培条件の検討を組み合わせながら，実圃場での実証試験を行う。この取組の普及に

おいて他の作物との競合を避けるために，過去の連作障害によって痩せてしまった土地を下水道資源

等の投入で回復し，飼料作物栽培に利用できる可能性についても検討する。作物栽培に利用する資源

としては，下水道に由来する下水処理水と汚泥コンポスト，消化汚泥の脱水分離液の他に，農業集落排

水処理水，家畜堆肥も候補とする。 

実圃場での実証試験で栽培された飼料作物の収穫・調製のために，特に乾燥と発酵に関わるプロセ

スでの省コストを可能とする技術（収穫前の圃場における立毛乾燥や、乾燥を不要とするサイレージ

調製などの技術）を開発する。さらに，調製後の収穫物を最大限使用した配合飼料を設計した上で，山

形大学附属農場および実際の生産農場において肥育豚に給与する試験を行い，発育成績と豚肉及びそ

の加工品の品質を評価する。 

以上の成果から，飼料作物の栽培とそれを用いた養豚に関する経済評価を行う。最終的に，山形県鶴

岡市とその周辺部を例として，農家と畜産業者の収益だけでなく，食肉加工や販売に関わる地元企業

への波及効果，各ステークホルダーの関心度，下水道資源やそれに類似する農業集落排水処理施設や

浄化槽からの資源，家畜堆肥などの利用可能量，耕作放棄地の面積，回復可能な痩せた土地の面積など

を考慮して，下水道資源等を利用した飼料栽培で構築を目指す「食を中心とした地域循環共生圏」のフ

ィージビリティを評価する。 

さらに，ベトナムでの飼料作物栽培のパイロット試験を通じて，この地域循環共生圏のコンセプト

を同国の研究者や行政担当者，農業生産者等に広める活動も行う。 
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研究課題：下水道資源等を利用した良質な飼料作物栽培で
目指す地域循環共生圏（研究代表機関：山形大学）

目標：鶴岡市で「食を中心とした地域循環共生圏」の実現可能性と課題を示す

研究代表者および研究分担者によるこれまでの研究の成果

本研究の構成・研究体制

①下水処理水を用いた高タンパク米の栽培技術
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下水処理水を灌漑す
る実験水田の方が，
米の収量・タンパク
質含有率ともに高い。

②養豚飼料としての処理水栽培米の給与技術

P値試験区対照区項目

0.7973.073.7枝肉重量（kg）

0.0165.663.8枝肉歩留（%）

0.632.042.18背脂肪厚（cm）

6020上（%）格付

4060中（%）

020並（%）

試験区の方が，枝肉のより多くの部分を食肉
として利用でき，肉質も優れている。

肥育後期に次の飼料を給与
対照区：トウモロコシを主体
とした一般的な配合飼料

試験区：トウモロコシを処理
水栽培米に置き換えた飼料

ST1：下水道資源等を利用した飼料
作物栽培技術の開発（山形大学）

ST2：下水道資源等で栽培した飼料

作物の収穫・調製技術および肥育豚
への給与技術の開発（山形大学）
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課題：処理水を送水できる範囲が狭い
⇒汚泥コンポや消化脱離液などを併用

農集排水処理や浄化槽からの資源も利用

ST3：下水道資源等を利用した
飼料作物栽培で構築する地域
循環共生圏フィージビリティ
評価（株式会社日水コン）

課題：長期の安全性が不明
⇒３年間の連続栽培試験でリスク評価

成果の一般化のためのデータも収集

トウモロコ
シも栽培

地域経済や
環境への影
響も評価


